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本邦産の牛に寄生する膵蛭の種の異同に関する研究
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この種の異同問題を検証する上で重要な一手段と,思わ

れる細胞学的な研究は殆んどなく，わずかにChoand

Sasada（1978）がＥ・Ｐα"C7eaZiC"、について染色体数

と簡単な核型分析の結果を報告しているにすぎない．そ

こで著者らは細胞学的検討としては，通常のギムザ染色

とｃ-分染法を用いて本邦産の牛に寄生する膵蛭の核型

分析および染色体相互の比較，更にそれぞれの核型に

対比させた虫体の形態学的な特徴を比較検討すると共

に，両種の種としての独自性の有無について検索を試み

た．

また免疫電気泳動法を用いて，両種の免疫学的な差異

についても比較検討した．

緒言

Ｅ"、'’７ｃｍα属の吸虫は二膣吸虫科（Dicrocoeliidae）

に属する．この中にはＥ・のα"c”αtfc"",Ｅ・coeZoma-

t士皿加,E､γe6e比,E・saZoi,E・to"""e"se,E・cZZ城/,

E・ＰａＭ皿加などの種類が記載されている（Yamaguti，

1958)．このうち本邦産の牛に寄生する膵蛭にはＥ・

'α"c花αZ/c"、とＥ・coeZo"α'/czJmがあるといわれて

いる．従来，Ｅ・のα"cγeat加加は牛・羊・山羊・フタ

コブラクダ・水牛・豚・猿・兎およびまれに人からの寄

生例の報告がある．しかしEcoeJomat加加は牛・羊・

山羊・フタコブラクダからの報告はあるが人からの報告

はない．人体寄生例はCastellaniandChalmers（Fau．

st,1949）の香港における報告をはじめとし殆んどが虫

卵排出例であり，排出虫卵の測定によってＥ､′α"cγeα‐

Zic"、と同定している．最近，石井ら（1977）は原発

性胃噴門部癌患者の剖検例に膵蛭の寄生を認め，その虫

卵および虫体の計測値よりＥ､′α"c7eatic"、と同定し

た．

従来，Ｅ"”t'ｗ'2α属の分類に関しては疑問な点が多

く，Ｅ､Ｐα"c7eaZ伽、とＥ・coeZomaZ伽、についても

虫体の大小，虫卵の大きさ，口・腹吸盤直径比などで分

類しているが，その形態は互いに類似しており，明確な

判別は容易ではない．例えば，Ｅ・ｐａ７ｚｃ花αz伽、とＥ・

coeZo"αZ伽加とは同一種という報告（Pryadko，1962）

もある反面，病原性の違いを指摘する記載もあり（坂

本，1979)，異同問題も含めて両種の鑑別を行なうこと

は人体寄生例における臨床面からも重要な意味をもつも

のと思われる．

材料と方法

染色体標本のための材料は1978年から1979年にかけ

て，広島市，福岡市，東京都芝浦の３カ所の食肉検査所

において７頭の牛より採取された牛寄生膵蛭287個体の

精巣および卵巣である．

染色体標本作製法としては，主にアリなどの小動物の

染色体に用いられるＩｍａｉｅＺａＺ．（1977）の空気乾燥法

に準じ，低調処理までの前処理は別報（森山ら，1979）

に詳述した通りである．染色はギムザ液で行なった．観

察した体細胞染色体の類別はＬｅｖａｎｅｌａＺ．（1964）の

方法に準じて行なった．分染法は染色体の動原体部位に

局在する構成的異質染色質(Constitutiveheterochroma‐

tin）を特異的に染色するいわゆるＣ－染色法（Sumner，

1972）を用いた．

また虫卵の大きさの計測は，核型別に分けた虫体の総

数220個体と６７個体から得られた子宮内成熟卵の中から

無作為に100個ずつ抽出していった．子宮内成熟卵と広島大学医学部寄生虫学教室

（１）
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類の核型が存在することが認められた．これらの２型を

便宜的にｔｙｐｅｌ，ｔｙｐｅｌｌとすると，両者の違いは主に

No.５とNo.７の２対の染色体を比較することによっ

て明瞭となる．すなわち，中型のＮｏ．５染色体はｔｙｐｅ

ｌでは次端部着糸型（st）であるのに対し，ｔｙｐｅｌｌで

は端部着糸型（t）であった．さらに比較的小型の染色体

群に属するＮｏ．７はｔｙｐｅｌでは端部着糸型であるの

に対し，ｔｙｐｅＩＩでは次中部着糸型（Ｓｍ）であった．ま

た僅かな違いではあるが上記の他にNo.１２染色体にも

ｔｙｐｅＬｔｙｐｅＩＩで差異のあることが指摘できた．これ

らの違いを数的に表わしたのがＴａｂｌｅｌである．この

２種の核型を構成するそれぞれの染色体の相対長および

染色体腕の比を計測し，これらの数値からＬｅｖａｎｅｒａム

(1964）に準じて染色体の形態を類別したまたこれら

の数値に基いてイデオグラムを図示し，両型の違いを一

層明瞭に示した（Fig.１)．

また，ｔｙｐｅｌとｔｙｐｅｌｌの核型を構成する染色体間

の形態的な差異を更に詳細に検討するために，構成的異

質染色質を特異的に染色するＣ染色法を用いてその分

染パターンを比較した（Photos．Ｂ，ＣＤ，Ｅ)．その結

果，程度の差はあるがどの染色体にも動原体部位にＣ‐

bandが出現した．そして，Photos・ＥＣで明瞭に区

別できるようにC-bandの出現様式において両型の間に

(ま，卵殻が黄褐色で内部にミラシジウムが形成されて

いるものとした．虫体の計測には２枚のスライドグラス

で圧平固定した後カノレミン染色をした標本を用いた．

免疫電気泳動に関する方法は辻（1974）の方法に準

じ，抗原・感作血清の作製，血清処理，吸収試験など一

連の操作を行なった．すなわちあらかじめ核型別に分け

て作製した抗原とそれをウサギに感作して得た抗血清と

の間の交叉反応および吸収試験後の反応を２種抗原それ

ぞれについて比較検討を行なった．

成績

１．細胞学的検討

まず通常のギムザ染色による染色体の観察結果では，

本邦産の牛に寄生するＥｚ"Zyzγe''2αの体細胞および生殖

細胞の分裂像から染色体数は２，＝２６，，＝13であること

が確認された．また体細胞分裂中期の細胞における核型

分析の結果はPhoto．Ａに示す通りである．核型を構

成する13対の相同染色体対(Ｎｏ．１－Ｎ０．１３)のうち，一

見して識別しうる顕著な大きさの中部着糸型染色体(、）

の１対（Ｎｏ．１）を除いて，１２対の中型ないし小型染色

体(Ｎｏ．２～Ｎｏ．１３)の相対長は互いに類似している．

しかし，これらの染色体の個々の相同対を長さの順に

配列してみると，一部の染色体の形態に差異をもつ２種

TablelQuantitativecharacteristｉｃｓｏｆＥＺ”vZre"zakaryotypes（ｔｗｏ～〆

types)basedonmeasurementsoffiftymetaphasiccells

Chromosome

pairNo．

Centromere
●ｏ

ｐｏｓ１ｔｌｏｎ
Relativelength Ａｒｍratio

ｔｙｐｅⅡ

２０．７０

９．９１

８．８８

８．０９

７．８０

７．３７

６．０３

５．７１

５．５３

５．１４

５．１３

５．１０

４．５７

tｙｐｅｌ

２１．６０

９．２２

９．１６

８．１５

７．７７

６．９３

５．８０

５．６２

５．５９

５．３１

５．１５

５．０８

４．９６

tｙｐｅｌ

Ｌ３１

３．００

３．７２

３．８１

３．３４

４．０５

７．１３

１．３５

３．８２

１．３６

１．２４

３．２５

１．２４

ｔｙｐｅⅡ

１．２９

３．４０

３．７４

３．９８

１３．４２

３．１７

２．０２

１．３８

３．２９

１．５２

１．２２

７．５０

１．３１

１匹
、
帥
乱
乱
乱
帥
ｔ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
帥
ｍ

ｙｔ Ⅱ
Ｉ

ｅ
ｍ
乱
帥
帥
ｔ
虻
、
ｍ
亜
ｍ
ｍ
ｔ
ｍ

ｐｙｔ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

Relativelength＝lengthofeachchromosome/totallengthofwholechromosomes・

Armtatio＝lengthoflongarm/lengthofshortarm、

CentromerepositionaccordingtothequantitativedefinitionsofLevａｎｅＺａＺ．（1964)．

1）

2）

3）

（２）
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Fig.１IdeogramoftwodifferentkaryotypesaccordingtothemeasurementsofＴａｂｌｅＬ

注目すべき特徴が見られた．すなわち，ｔｙｐｅＩではｔｙｐｅ

ｌＩの次端部着糸型染色体の相同対両方に同等のスポッ

トが現われる同型性の染色体対と，片方の染色体だけに

スポットが現われる異型バンドの出現がみられ，変異性

のあることが明らかとなった．またｔｙｐｅＩＩではＮｏ．

３に相当する染色体にはこのような濃染スポットが出現

せず，No.８の相同染色体の片方のみに顕著なスポット

が現われるものがあった．これに対応するｔｙｐｅｌの

No.８には他の染色体と同程度の薄いスポットしか認め

られない．この結果からみて，通常のギムザ染色によっ

て観察されたＮｏ．５，Ｎｏ．７染色体の形態的な違いの

他に，Ｎｏ．３，Ｎｏ．８の染色体ではｔｙｐｅｌとｔｙｐｅＩＩ

の間でC-bandの出現様式に差異があることがＣ染色法

によって明らかになった（Photos．Ｂ，Ｃ，Ｆ，Ｇ)．この

C-bandの出現様式の違いは，いくつかの核板において

高い再現性があり，またPhotosD，Ｅに見られるよう

に精母細胞の第１分裂中期においてtypeＩのNo.３染

色体およびｔｙｐｅＩＩのNo.８染色体に相当するそれぞ

れの２価染色体に同一様式のC-bandが出現したことか

らみて，これらの染色体に固有の特徴であると認めるこ

とができる．

２．核型別表現型の比較

以上述べたｔｙｐｅＬｔｙｐｅＩＩ両型の核型に対応して，

表現型の違い，すなわち外部形態上の差異を検討した．

Photos.Ｈ,１，Ｊ,Ｋに示したのは両型の違いを示す圧平

標本による全体像，およびそれぞれの虫卵である．従来

助'弓ｗｅ、αの分類指標となる形態的要素としては虫体

Table2Summarizeddataofcomparativecha‐

racteristicsbetweentypeIandtypｅⅡ

CharacteristicstypeI ｔｙｐｅⅡ

Eggsizeい､)

Ｌｅｎｇｔｈ３９．３－４８．２

（43.77±2.06）

Ｗｉｄｔｈ２７．５－３２．５

（30.41±1.09）

Bodywidth（ｍ、）

ＬｅｎｇｔｈｌＯ､２－１２．２

（11.39±0.55）

Ｗｉｄｔｈ３．５－６．４

（5.03±0.76）

Ｒａｔｉｏｏｆｖｅｎｔｒａｌ

ｓｕｃｋｅｒｓｉｚｅｔｏ Ｏ９２±０．０２

oralone
（os-vs）

４４．１－５２．８

(46.97±2.07）

２８．４－３４．５

(31.26±1.50）

１６．０－２０．３

(18.44±1.33）

７．１－８．４

(7.61±0.47）

０．７７±０．０７

（Cs＞vs）

＊ＢａｓｅｄｏｎｔｈｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｌＯＯｅｇｇｓａｎｄ

５０individualｓｉｎｅａｃｈｏｆｔｙｐｅｌａｎｄｔｙｐｅⅡ．

の大きさ，口・腹吸盤直径比，精巣・卵巣の形，虫卵の

大きさなどが取りあげられてきた．これらの形態のうち

ここでは虫体の大きさ(体長・体幅)，口･腹吸盤直径比，

虫卵の大きさ（長径・短径）を表現型を調べる形質とし

て取りあげた．それぞれの形質の測定値はＴａｂｌｅ２に

示した通りである．虫卵の大きさはtypelでは100個の

長径平均43.77±２．０６βｍ,短径平均30.41±1.09/ｕｍで短

径に対する長径の比は1.45±０．０８であった．またｔｙｐｅ

ＩＩでは同数の長径平均46.97±2.07叩，短径平均31.26

（３）
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Table3Summarizedcomparativedataofcharacteristicsbetween

E．Ｐα"cγcarzcz"〃ａｎｄＥ、cocZo7"αZzc""zbyseveralauthors

Watanabe

（1960）
Itagaki＆

Ｋｕｍｅ(1965）
Kurisu

(1931）
ＳａｉｔｏｅＺ

ａＺ．（1973）
Looss

(1907）

Ｅ､′α"cうでαzzc""ｚ

⑬ｇ…い､)瀦昏

B･伽｡'mmi糒昏
Oralsucker／
Ventralsucker

E，CoeJo”αZzcz"〃

Ⅲg…(仰'鮒

Ｍｎ…'網、
Oralsucker／
Ventralsucker

５０

３４

９．５－１６．０

５．５－８．５

Ｃｓ＞ｖｓ

50-75

34-38

8.5-14.5

３．０－４．６

Ｃｓ＞ｖｓ

41-55

28-38

９．５－１６．０

５．５－８．５

５０－８０

35-40

８．０－２３．０

４．５－９．０

Ｃｓ＞ｖｓ

43.1-68.8

27.5-35.0

Ｃｓ＞ｖｓ

42-46

23-27

７．５－１０．０

３．５－５．５

42-46

23-27

５．０－８．０

３．０－５．０

４２－４３

23-38

５．０－８．０

３．０－５．０

3９．４－４７．５

２６．３－３１．３

ＯＳ－ＶＳ ＯＳ－ＶＳ ＯＳ－ＶＳ

Cs＝ｏｒａｌｓｕｃｋｅｒｖｓ＝ｖｅｎｔｒａｌｓｕｃｋｅｒ

±1.50皿で短径に対する長径の比は1.50±0.08であり，

typelはｔｙｐｅｌＩに対して小さめでやや丸型の虫卵で

あった．これらの値はＴａｂｌｅ３の各研究者（Looss，

1907；栗栖，１９３１；渡辺，１９６０；板垣・久米，１９６５；木

船・高尾，１９７１；斎藤ら，1973）の測定値と比較する

と，ｔｙｐｅＩはＥ・coeJomaZic""ｚに，ｔｙｐｅＩＩはＥ・Ｐα‐

"cγeatic"ｍの値に近いと思われる．また口・腹吸盤直

径比は各50個体ずつ計測したところ，ｔｙｐｅｌでは平均

0.93±0.02,ｔｙｐｅＩＩでは平均0.77±0.07でｔｙｐｅＩは

Ｅ・coeZo”αZic"？〃に，ｔｙｐｅＩＩはＥ・Ｐα"c7eaZic""ｚ

の値に近いと考えられた．虫体の大きさは0.18ｍｍ程度

の薄い濾紙をはさんだ２枚のスライドグラスで圧平した

固定標本では，ｔｙｐｅｌは平均体長11.39±0.55ｍｍ，平

均体幅5.03±0.76ｍｍであり，ｔｙｐｅＩＩは平均体長

18.44±1.33ｍｍ，平均体幅7.61±0.47ｍｍであって，

typelはｔｙｐｅｌｌより小型であった．この虫体の大き

さ，虫卵の形態および口・腹吸盤直径比などから，ｔｙｐｅ

ｌはＥ・coeJomaticzJmにｔｙｐｅＩＩはＥ・Ｐａ７ｚｃ７ｅａＺｚｃｗｍ

の値に近いという結論が得られた．またこれら２型の宿

主別出現頻度を表わしたものがＴａｂｌｅ４であるが，総

虫体数287個体中ｔｙｐｅＩは220個体（76.7％)，ｔｙｐｅＩＩ

は67個体（23.3％）で，この２型は同一宿主内での共存

は今までのところ認められていない．

３．両種間の免疫電気泳動像の比較

免疫学的な差についても検討を行なった．すなわち吸

Tabｌｅ４ＦｒｅｑｕｅｎｃｙｏｆｔｗｏｔｙｐｅｓｏｆＥｚＵ心t7e"Ja

appearinginbovinehosts・Ｔｏｔａｌ２８７Ｈｕｋｅｓ

ｗｅｒｅｅｘａｍｉｎｅｄｆｒｏｍ７hostanimals

SerialNo、

ofbovine

hosts

Ｐｌａｃｅｏｆ
ｔｙｐｅｌｔｙｐｅｌＩｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ

ａ
ａ
ａ
ａ

血
肋
伽
珈
哩
蛇
随

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
ａ
Ｏ
Ｏ

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
沁
肋
肋

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
別
ｎ
Ｈ

2９

１
２
３
４
５
６
７

9８

2５

9３

２９

１
２

１

220(76.7％）６７(23.3％）Ｔｏｔａｌ

収試験を用いて行なった両型の免疫電気泳動像の比較成

績はFig.２の通りである．Ｆｉｇ．２上図はｔｙｐｅｌ感作

家兎血清をｔｙｐｅｌＩ抗原で吸収したもので，点線で示し

た沈降帯は吸収により消失したもの，すなわち両型に共

通な沈降帯であり，実線で示したものは吸収後も残存し

たｔｙｐｅｌに特有な沈降帯である．Ｆｉｇ．２下図はｔｙｐｅ

ＩＩ感作家兎血清をｔｙｐｅｌ抗原で吸収したもので点線は

共通沈降帯，実線はｔｙｐｅｌＩに特有な沈降帯を示してい

る．この結果ｔｙｐｅｌ抗原と抗ｔｙｐｅｌ感作家兎血清の

問には12本の沈降帯が出現するが，ｔｙｐｅＩＩ抗原による

吸収試験後には１本の沈降帯が残存し，この１本の沈降

（４）



7１

tｙｐｅｌａｎｔｉ９ｅｎ 質にまで虫体が認められ，時には高度の慢性間質性膵炎

(膵硬変）像を呈するとの報告がある（坂本，1979)．

このようにＥ・Ｐα"c7eaZ加加症よりもＥ・ＣＯＣ/ｏｍα‐

z/c"加症の方がより重篤な症状を呈するとされるが，

両種の分類には疑問な点が多く，両種はSynonymであ

るという説と別種であるという説がある．これは助'弓y‐

かｅｍａ属の各種問に明確な区別点がなく，虫体・虫卵の

形態測定値のみによって判別しているためと思われる．

Pryadko（1962）は膵蛭虫体多数を計測比較した結果，

Ｅ・CoeZomatiCz”はＥ,Ｐα"CγeaZiC…の発育途上にあ

るものと考え，両者はSynonymであるとした．また

ChinoneandItagaki（1976）は膵蛭の感染実験により

終宿主内での発育過程を追ってゆき，Ｅ・coeZomat伽、

といわれるものの中にはＥ､ｐα"creat加加の発育段階

のものも含まれる可能性を示した．一方，渡辺（1960）

は本邦産の牛に寄生する膵蛭にはＥ・Ｐα"creat加刀ｚと

Ｅ・coeJomatiC"''ｚの２種があるとしながら，両者は虫

体の大小，形態ならびに口・腹吸盤直径比などで区別可

能であるが，その形態は互いに類似しており，明確な判

別は困難であると述べている．野坂ら（1970）も両種の

測定値の問に共通する部分があり，測定値のみから区別

することはできず，実際には総合的に判断して区別せざ

るを得ないとしている．さらに坂本（1979）は地理的な

分布や病原性の違いから，両者が種を異にするのは確か

であると報告した．

以上の如き形態学的特徴に基く本邦産の牛に寄生する

膵蛭Ｅ"':Ｗｅｍａ属吸虫の分類に関する問題点を追究す

る目的で，今回，細胞学的知見を加味することを試み

た．

本邦産の牛に寄生するＥ２`ｍｗｗ?zαには13対の染色体

対をもつ核型の異なる２つのタイプが存在することを明

らかにした．この核型の相違は２対の染色体（Ｎｏ．５，

Ｎｏ．７）の形態に明確に現われている．更にそれぞれの

染色体間の特徴を明らかにするために，２型の核型の

C-bandパターンを比較検討した結果，Ｎｏ．３とNo.８

の染色体対に両型の問でC-bandパターンに違いが認め

られた．それらは体細胞分裂および減数分裂中期像で非

常に高い再現性が得られている．

次に，これら２型の核型とそれに対比する表現型の差

異との関連性についての検討を行った．従来Ｅ"':ｗｅ‐

、αの分類指標とされている形態としては，虫体・虫卵

の大きさ，口・腹吸盤直径比，精・卵巣の形などであ

る．このうち特に注目すべきは人体症例の殆んどの場合

の唯一の鑑別点とされている虫卵の大きさである．これ

二liliiiii1i溌溌Iiii二iLニムニLﾆﾆｨ≧
●●●□●●●●●●●●

■●●●●●●●●●●●白
●●●●●ｂｅ●●●

■●●●●●●●●

e●●●●

●●●｡

anti-typeIserumabsorbedwithtyｐｅｌｌａｎｔｉｇｅｎ

Ｄｏｔｔｅｄｌｌｎｅｓ：commonbandsofhomolo90us

reactlo、．

tｙｐｅｌｌａｎｔｉ９ｅｎ

○
■●ＤＰけ□｡●●●■

DＣ□●■~

●●Ce●■S●●gU■可

anti-typellserumabsorbedwithｔｙｐｅＩａｎｔｉｇｅｎ

Ｄｏｔｔｅｄｌｉｎｅｓ：commonbandsofhomologous

reactioｎ．

Ｆｉｇ．２１mmunoelectrophoresisdiagramof

tｙｐｅＩａｎｄｔｙｐｅⅡafterabsorptionproce
dures．

帯はｔｙｐｅｌの特異沈降帯と判断された．なお，この吸

収後血清は，ｔｙｐｅｌｌ抗原との間には沈降帯が認められ

ず完全吸収が行なわれたことを証明している．またｔｙ‐

ｐｅｌＩ抗原と抗ｔｙｐｅｌＩ感作血清との間には13本の沈降

帯が見られ，ｔｙｐｅｌ抗原で吸収を行なったところ２本

の沈降帯が残った．これらの特異沈降帯と思われるバン

ドの出現位置により両型で差異が認められた．

考察

獣医学の分野においても肝蛭症などに比し比較的症状

が軽いとして軽視されてきた膵蛭症も，最近Ｅ、加沁

creatic…症とＥ・coeJomat加加症との間で病原`性が

異なるという報告（坂本ら，1979）があり問題となって

きた．牛ではＥ､Ｐα"creat/c"ｍによる症状は一般に軽

いが，重感染例では栄養障害によって高度な体重減少，

貧血，便秘などの症状が現われ，組織学的には膵管は著

明に肥厚し，その内膜に腺腫様の増殖があり，好酸球，

淋巴球などの細胞浸潤や間質細胞結合織の増殖などの炎

症性病変とともに，腺細胞やランゲルハンス島の圧迫萎

縮，破壊が認められるという（渡辺，1960)．

一方，Ｅ・coeZomar加加の寄生する牛に見られる主

徴は栄養障害であり，患畜は極度に痩せて食欲不振，被

毛粗mllと泡沫性の流挺と下痢または軟便が見られ，衰弱

して廃用牛として処分されるものもあるという．虫体は

膵臓のほか胆管，十二指腸にまで寄生が見られ，膵管壁

病変はＥ､′α"cγeaZic"、寄生の場合より極端に強く，

膵管壁は著しく肥厚し，膵管内のみならず膵管末梢や実

（５）
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認め，虫卵の大きさ，形，色，卵黄細胞性穎粒などの特

徴により槍形吸虫卵と区別し，Ｅ、′α"c7eazicz`"寄生

症例とした．斎藤ら（1973）は長期に亘り虫卵を排出し

ている症例より得た虫卵を計測し，Ｅ・少α"cγeaticwm，

Ｅ・coeJo"zatiC""z，ＣＯ"c/""ｍＺｅ"，Ｄ、此"cJ7伽C"、な

どの虫卵と比較し，大きさ，形，腺細胞，繊毛などの点

から，本症例の虫卵はＥ・Ｐα"creatiC"、の卵であると

し，その排卵が２カ月間にわたって続いたことから，こ

れを人体症例として報告した．虫体を人体より取り出し

た症例としては，石井ら（1977）が報告した原発性胄噴

門部癌の剖検例があるが，この場合虫体は膵臓の体部か

ら尾部の膵管にいたるまで多数認められ，そのうちの２

個体の染色標本を作製し，他の２個体を虫卵観察に用

い，詳しく形態学的測定を行なっている．さらに膵臓の

病理組織学的所見は膵管の拡張および脂肪浸潤であると

報告している．

このように，石井らの剖検例によって偶然に発見され

たもの以外は虫卵排出のみで膵蛭症と判断しており，虫

卵の鑑別は臨床的にも疫学的にも重要なポイントになっ

ている．上記の報告例の虫卵の形態的特徴をまとめたの

がＴａｂｌｅ５である．これらの計測値をＴａｂｌｅ３の各1研

究者のＥ､Ｐα"creaZic"”とＥ，CoeZomatic""ｚの計測

値およびＴａｂｌｅ２のｔｙｐｅＬｔｙｐｅｌＩの値と比較する

と，虫卵の大きさだけではもちろん両者の間には測定値

の重なりがあるために種の決定は困難ではあるが，測定

値を提示している全ての症例が大型虫卵をもつＥ・Ｐα"‐

ｃ７ｅａｔｉｃ""ｚの値に近く，Ｅ・ＣＯＣ/ｏｍａＺ加加であろうと

思われる症例は１例もみあたらない．しかしこの種の吸

虫に感染する機会としては，両種とも第二中間宿主であ

るキリギリス科の昆虫（ホシササキリＣＯ"oCゆんα/"Ｓ

ｍαc"Zａｍｓ，ウスイロササキリＣＯ"oc⑳/iaJ"SCA/"e"SiS

などのササキリ類）がおしつぶされて手についたメタセ

ルカリアが経口的に摂取されるなど，その感染機会は充

分にあり得るものと,思われるが，少数感染の場合など自

覚症状も少なく看過される場合も多いと思われる．今後

Ｅｃｏｅ/ｏｍａｚｉｃ…の人体感染の有無については宿主・

寄生虫関係の面からの検討なども行ないたいと考えてい

る．

以上，形態学，細胞学，免疫学的に検討した結果，Ｅ、

′α"〃eatic""ｚとＥ・CoeZomat加加の間には差異が認

められ，両種は別種と判断された．

らの測定値はLooss（1907)，渡辺（1960)，板垣・久米

(1965)，野坂ら（1970)，木船・高尾（1971）などの各

研究者によって若干の違いはあるが（Table３)，殆んど

同じ見解である．即ちＥ,Ｐα"cγeaticwmはＥ・coeJow‐

t伽、より大型種であり，虫卵も大きいとされてい

る．口・腹吸盤の直径比はＥ・Ｐα"cγeaZic"７，ｚでは口吸

盤が腹吸盤よりかなり大きく，EcoeJomat伽、では

口・腹吸盤の大きさに差がないという結果になってい

る．

これらの表現型と２型の核型の結果を比較してみると

typeＩはＥ・coeZomaZiczzmであり，ｔｙｐｅｌＩはＥ・

加"creat加加の値に近似していることが明らかになっ

た．

さらに両型問の免疫学的な差異についての検討も行な

った、免疫学的な差異については辻（1975）が免疫電気

泳動法を用いて数種の蠕虫類の比較検討を行ない，本法

が分類の－方法として有用なものであることを報告して

いる．この免疫電気泳動法を用いて両型の比較を行なっ

たところ両型の泳動像には差異が認められ，さらに吸収

試験の結果，ｔｙｐｅｌをｔｙｐｅＩＩ抗原で吸収したところ

１本の沈降帯が残存し，ｔｙｐｅＩＩをｔｙｐｅＩ抗原で吸収

したところ２本の沈降帯が残存した．これらの沈降帯の

数および泳動像に差異が見られることから，免疫学的に

も両型間では異なる抗原性を持つことが明らかとなっ

た．

現在肝蛭症，日本住血吸虫症，肺吸虫症，包虫症を初

めとする各種の蠕虫性疾患の診断法および寄生種の鑑別

にこの免疫電気泳動法が大きな役割をはたしている現実

から，今後膵蛭の人体寄生症例にも本法が役立つものと

考えられる．

このように核型，表現型および免疫学的にも異なる２

つのタイプのＥ"、ﾉtre〃α属の吸虫はこれまでのところ

同一宿主個体内には認められていないことからも両型は

別種であり，ｔｙｐｅｌはＥ・ＣＯＢ/ｏｍａＺ加加，ｔｙｐｅｌｌは

Ｅ、のα"cγeatic"ｍとみなすことが妥当であると考えら

れる．

一方，膵蛭の人体寄生例は少なく，そのうちの殆んど

が虫卵排出例で虫卵の形態観察および測定値により種の

推定が行われている．

膵蛭の最初の人体寄生例を報告したCastellaniand

Chalmers（Faust，1949）は人の糞便中より得られた虫

卵を近似種のDicrocoeZ/z`ｍａｅ"cJriticz`、（槍形吸虫）

卵と区別し，Ｅ・Ｐα"CreaZic…卵と同定した．また浅田

ら（1966）は岡山県から６例の膵蛭卵の持続的排卵者を

（６）



7３

Ｔａｂｌｅ５Ｓｏｍｅｈｕｍａｎｃａｓｅｓｏｆｓｕｓｐｅｃｔｅdeurytremiasis

Ａｕｔｈｏｒｓ Diagnosis Materials Measurements Ｆｅａｔｕｒｅｓ

Castellani＆

Chalmers（Faust，1949）

ＡｓａｄａｅＺａＺ．（1966）

Ｅ・Ｐα"cγcazzcw"z Eggs differentfrom

D．‘e"αγ///c""ｚ

Ｅ．Ｐα"c7eaZzc""z Eggs47-49/29-31/1ｍ ｄａｒｋｂｒｏｗｎ，
ｓｙｍｍｅｔｒｙ，
miracidium‐

pearshaped

E．Ｐα"(JP7eajfia4"ｚ Ｅｇｇｓ４３､8-55.6／darkbrown，
28.1-35.6mnmiracidium‐

ｌｅｍｏｎｓｈａｐｅｄ
ｄＶＩ＝48.3/30.6`α、） ｗｉｔｈｌｏｎｇｃｉｌｉａ

Ｅ．Ｐα"c7eaZiczｲﾉﾉｚ ＥｇｇｓＩＶＩ＝(47.06±3.88)／
（30.35±2.74)/Ｚｍ

Ａｄｕｌｔｗｏｒｍｓ

ｓｉｚｅｌＯ/5ｍｍ，１１/7ｍｍ

ｏｒａｌｓｕｃｋｅｒ２､1/2.0ｍｍ，
2.0/L9mm

ventralsucker1.6/1.6ｍｍ，
1.4/1.5ｍｍ

SaitoeraZ．（1973）

ＩｓｈｉｉｃｒａＪ．（1977）

ると考えるのが妥当である．

５．上記の如き核型間の免疫電気泳動像の比較を行な

い，ｔｙｐｅｌとｔｙｐｅＩＩの間には沈降帯の数及び泳動像

において差異が認められた．

６．Ｅ・のα"C7eaZ伽、とＥ・CoeZowatiCz`"Ｚの異同問

題を考慮して，従来報告された人体寄生症例の種別をあ

らためて検討したところ，全ての症例がＥ′α'１creα‐

tic"ｍの寄生によるものと判断された．

以上の如くＥ・のα"C7eatiCw7〃とECocZo"zaZic""ｚ

は形態学，細胞学，免疫学的にも差異が認められ両種は

別種であると判断される．

謝辞

稿を終るにあたり，終始暖かい御指導と論文の御校閲

を賜わった辻守康教授に深い感謝の意を表すると共に，

核型の分類など細胞学的研究に御指導いただいた島根大

学教育学部生物学教室瀬戸武司教授に厚く御礼申し上げ

ます．また貴重なる助言と材料を御提供下さった九州大

学医学部寄生虫学教室石井洋一教授および麻布大学獣医

学部寄生虫学教室茅根士郎助教授．そして福岡大学医学

部寄生虫学教室波部重久博士に深く感謝いたします．

本稿の要旨の一部は第30回染色体学会（1979）と第３５

回日本寄生虫学会西日本支部大会（1979）で発表した．

要約

１．日本産の牛に寄生する膵蛭Ｅｚ`ＫＷｅｍａ属の体細

胞および生殖細胞を用いて染色体を観察し，詳細な核型

分析を行なった.その結果,染色体数はこれまでＥ・加沁

cγｅａｔ/cwmとして報告された通り２，＝26であるが，こ

の吸虫にはゲノムを構成する－部の染色体に形態を異に

する２種類の核型が見出され，核型から考えて少くとも

２型（typeＩとｔｙｐｅｌＩ）があることが明らかとなっ

た．

２．これらの核型をより詳細に比較するためＣ-染色

法によって得られたC-bandの出現様式を検討した結果

染色体の形態（相対的な長さと動原体の位置）に差異の

現われなかった両型の相同染色体対の間でも分染パター

ンの異なる２対の染色体の存在がみとめられた．

３．上記２型の吸虫の出現頻度は総数287個体のうち

typeＩが76.7％，ｔｙｐｅＩＩが23.3％であり，両型は同一

宿主内では同時に認められていないが地理的隔離の有無

については不明である．

４．核型に見られる変異に併せて，分類上の重要な指

標となる形質，すなわち虫体の大きさ，口・腹吸盤直径

比および虫卵の大きさについても測定した．その結果，

typelとｔｙｐｅｌＩの問でこれらの表現型についても有

意の差がみられ，これまで形態学的に検討されてきた知

見に基いて種の類別をすると，ｔｙｐｅｌはEcoeZomα‐

t加加であり，ｔｙｐｅＩＩはＥ・Ｐα,Zcreaticwmに相当す
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■: Abstract !
i ;

TAXONOMICAL STUDIES OF JAPANESE BOVINE PANCREATIC

FLUKES (EURYTREMA SP.)

Nobuko MORIYAMA*

(Department of Parasitology, University of Hiroshima, School of

Medicine, Hiroshima, Japan)

Chromosomes of bovine pancreatic flukes were examined in gonadal tissues by means of

air-drying technique. Detailed karyological analyses on somatic cells having 26 chromosomes

demonstrated the existence of two different karyotypes in these flukes. Two pairs (nos. 5 and

7) out of 13 pairs of homologous chromosomes showed significant variance of morphology

between types I and II of the flukes.

Additional differences were demonstrated by the C-banding method. The C-banded pat

tern in nos. 3 and 8 of both karyotypes was not identical, thereby indicating a different

distribution of constitutive heterochromatin on the chromosomes.

The two types of flukes examined in 7 cattle appeared in rates of 76.7% for type I

and 23.3% for type II, respectively.

The obvious phenotypic variance between types I and II was seen in the taxonomical

characteristics such as body size, comparative size of the ventral to the oral sucker, and egg

size. Considering the variance of both types, as based on the statistical data of these

characteristics and on the comparable published data, at least two species of flukes can be

found Japanese cattle. These were Eurytrema coelomaticum for type I and E. pancreaticum

for type II, respectively.

Immunoelectrophoresis were applied to investigate the difference between types I and

II. For the identification of specific bands, non-identify reactions were examined by the

absorption procedure. One probable specific band was demonstrated in " type I -type II "

and two were in " type II-type I ". The number and distribution of these bands were not

identical between type I and type II.

Judging from the eggs or flukes detected in suspected human Eurytremiasis reported

by several authors, all the human cases seemed to be Eurytremiasis pancreatica, but not

Eurytremiasis coelomatica.

* (Present address : Department of Urology, Shimane Medical University, Izumo, Japan.)
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ExplanationofPhotographs

Twodifferentkaryotypesofbovinepancreａｔｉｃｆｌｕｋｅｓａｓｓｅｅｎｂｙｔｈｅａ

ｍｅｔｈｏｄｗｉthgonadalcells・ThescaleindicateslOmicrometers・

MitoticmetaphasefigureoftypeIafterC-stainingmethod・

MitoticmetaphasefigureoftypeⅡafterC-stainingmethod・

MeioticmetaphasefigureoftypeIafterC-stainingmethod・

MeioticmetaphasefigureoftypeⅡafterC-stainingmethod

KaryotypeｏｆｔｈｅｃｅｌｌｓｓｈｏｗｎｉｎＰｈｏｔｏ、２．ThescaleindicateslOmicI

KaryotｙｐｅｏｆｔｈｅｃｅｌｌｓｓｈｏｗｎｉｎＰｈｏｔｏ、３．ThescaleindicateslOmicl

Figureｏｆａｎａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆｔｙｐｅｌ・Thescaleindicateslcentimeter、

ＦｉｇｕｒｅｏｆａｎａｄｕｌｔｗｏｒｍｏｆｔｙｐｅＩ

Ｆｉｇｕｒｅｏｆａｎｅｇｇｏｆｔｙｐｅｌ、Thescaleindicates20micrometers．

Photo，Ａ air-drying
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